例２　幼稚園園則

○○幼稚園園則（例）

第１章　総則

（目的）

第１条　この幼椎園は、学校教育法第２２条及び第２３条に基づき幼児を保育し、適当な環境を与えて、その心身の発達を助長することを目的とする。

（名称）

第２条　この幼椎園は、○○幼椎園という。

（位置）

第３条　この幼椎園の位置を、○○市○○町○○番地に置く。

（入園資格）

第４条　この幼稚園に入園することができる者は、満○歳から小学校就学の始期に達するまでの幼児とする。

第２章　組の組織、収容定員及び教職員組織

（組の組織及び収容定員）

第５条　組の組織及び収容定員は次のとおりとする。





学級数

収容定員

満３歳

　　学級

人

満４歳

　　学級

人

満５歳

　　学級

人

（教職員組織）

第６条　この幼稚園に次の教職員を置く。

（１）園長

名

（２）教諭

名

（３）助教論

名

（４）養護教諭

名

（５）事務職員

名

（６）園医

名

（７）園歯科医

名

（８）その他

名

第３章　保育年限、学年、保育期及び休園日

（保育年限）

第７条　この幼椎園の保育年限は、１年、２年及び３年とする。

（学年）

第８条　学年は、４月１日に始まり、翌年３月３１日に終る。

（保育期）

第９条　学年を次の３保育期に分ける。

第１保育期
４月１日から７月３１日まで

第２保育期
８月１日から１２月３１日まで

第３保育期
１月１日から３月３１日まで

（休園日）

第１０条　この幼椎園の休園日は次のとおりとする。

（１）日曜日

（２）土曜日

（３）国民の祝日に関する法律に規定する休日

（４）夏季休園

月　　日から　　月　　日まで

（５）冬季休園

月　　日から　　月　　日まで

（６）春季休園

月　　日から　　月　　日まで

（７）○○○○
第４章　教育課程及び保育日時数

（教育課程）

第１１条　保育内容は、健康、人間関係、環境、言葉、表現等とする。

（保育時数）

第１２条　１日の保育時数は、○時間を標準とし、第１１条に従い保育する。

第５章　入園、退園、休園、修了及び褒賞

（入園）

第１３条　入園しようとする者は、所定の入園願書を保護者から園長に提出するものとする。

（退園、休園）

第１４条　退園又は休園しようとする者は、その理由と時期を記して保護者から園長に届け出るものとする。

（修了）

第１５条　この幼椎園で定める保育課程を修了した者は、修了証書を授与する。

（褒賞）

第１６条　心身の発達が著しく他の模範となる者は、これを褒賞することができる。

第６章　自己点検等及び情報提供

（自己点検等）

第１７条　本園は、その教育水準の向上を図り、園の教育目標を実現するため、教育活動その他の学校運営の状況について自ら点検及び評価を行い、その結果を公表するものとする。

２　前項の点検及び評価を行うに当たっては、同項の趣旨に即し適切な項目を設定して行うものとする。
（情報提供）

第１８条　本園は、本園の教育活動その他の学校運営の状況について、保護者等に対して積極的に情報を提供するものとする。

第７章　保育料、入園料及びその他納付金

（保育料、入園料及びその他納付金）

第１９条　保育料、入園料及びその他納付金は次のとおりとする。

（１）保育料月額

円

（２）入園料


円

（３）施設費月額

円

（４）○○○○○

円

（５）○○○○○

円

（返還）

第２０条　既納の保育料、入園料及びその他納付金は原則として返還しない。

（減免）

第２１条　特別の事由があると認めるときは、保育料、入園料及びその他納付金の全部又は一部を減免することができる。

附則

１　この園則は、　　年　　月　　日から施行する。

２　この園則施行についての必要な事項は、園長が別に定める。
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